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一
、
は
じ
め
に

日
本
に
お
け
る
碍
子
生
産
が
、
一
八
八
一
（
明
治
四
）
年
に
佐
賀
県
有
田
町
の
香

蘭
社
で
は
じ
ま
っ
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る（

１
）。

日
本
に
お
け
る
電
信

制
度
の
開
始
と
香
蘭
社
製
の
碍
子
と
の
関
係
は
、
中
山
成
基
や
山
田
雄
久
の
研
究
に

詳
し
い（

２
）。

日
本
に
お
け
る
碍
子
生
産
の
成
長
は
、
明
治
前
期
に
お
い
て
は
有
田
焼
と

の
関
係
性
が
重
要
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
一
方
で
、
日
本
に
お
け
る
電
力
業
の
成

長
に
伴
っ
て
送
電
線
用
の
高
圧
碍
子
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
く
と
、
日
本
陶
器
お
よ

び
そ
こ
か
ら
分
離
独
立
し
た
日
本
碍
子
の
果
た
し
た
役
割
が
大
き
く
な
る（

３
）。

明
治
三

〇
年
代
以
降
に
お
け
る
日
本
陶
器
な
ど
に
よ
る
特
別
高
圧
碍
子
の
生
産
に
つ
い
て
は
、

同
社
お
よ
び
日
本
ガ
イ
シ
の
社
史
や
宮
地
英
敏
の
研
究
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
詳
細
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

４
）。

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
前
期
の
有
田
に
お
け
る
碍
子
生
産

か
ら
、
明
治
後
期
に
お
け
る
日
本
陶
器
で
の
碍
子
生
産
と
い
う
流
れ
が
、
日
本
に
お

い
て
技
術
的
に
最
も
進
ん
だ
碍
子
生
産
の
系
譜
で
あ
っ
た
。
そ
の
様
子
を
【
表
1
】

に
掲
げ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
よ
う
な
技
術
的
に
最
先

端
の
碍
子
生
産
の
系
譜
か
ら
雁
行
形
態
的

に
、
日
本
各
地
の
陶
磁
器
業
産
地
に
お
い

て
も
ま
た
碍
子
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
。

代
表
的
に
は
、
愛
知
県
瀬
戸
町
、
岐
阜
県

土
岐
郡
各
町
村
、
京
都
市
、
福
島
県
本
郷

町
、
兵
庫
県
出
石
町
な
ど
が
知
ら
れ
て
い

る（
５
）。

こ
れ
は
、
低
圧
碍
子
（
単
層
ピ
ン
碍

子
）、
高
圧
碍
子
（
単
層
ピ
ン
碍
子
）、
特

別
高
圧
碍
子
（
多
層
ピ
ン
碍
子
）、
特
別
高

圧
碍
子
（
懸
垂
碍
子
）
と
い
う
よ
う
に
、

技
術
的
に
は
よ
り
難
易
度
の
高
い
碍
子
生

産
が
実
現
し
て
い
く
の
で
あ
る
が（

６
）、

そ
の

際
に
相
対
的
に
難
易
度
の
低
い
碍
子
生
産

が
陳
腐
化
す
る
と
い
う
関
係
性
に
は
無

【
論
説
】
会
津
製
碍
子
の
官
需
へ
の
採
用
に
つ
い
て
の
一
考
察

宮

地

英

敏

【表１】碍子国産化の発展段階
種　類 形　態 電　圧 国産化時期 担い手

第１段階 電 信 用
碍 子

単層ピン
碍 子 数百Ｖ 明治初年 有　田

第２段階 高圧碍子 単層ピン
碍 子

2,000～
15,000Ｖ

明治中期
～後期 有　田

第３段階 特別高圧
碍子（1）

多層ピン
碍 子

60,000～
70,000Ｖ 1909年 日本陶器

第４段階 特別高圧
碍子（2） 懸垂碍子 100,000～

150,000Ｖ
1917～
1922年 日本陶器

出典）宮地英敏（2012）42頁表１の転載。
注）電圧は国産化時点のおおよその値である。
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か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
、
低
圧
碍
子
は
数
百
ボ
ル
ト
の
電
圧
に
、

単
層
ピ
ン
碍
子
の
高
圧
碍
子
は
二
、
〇
〇
〇
～
一
五
、
〇
〇
〇
ボ
ル
ト
の
電
圧
に
、

多
層
ピ
ン
碍
子
の
特
別
高
圧
碍
子
は
数
万
ボ
ル
ト
の
電
圧
に
、
懸
垂
碍
子
の
特
別
高

圧
碍
子
は
十
万
ボ
ル
ト
を
超
え
る
電
圧
に
対
応
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
つ
ま
り
は

用
途
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
に
、
新
し
く
国
産
化
で
き
た
相
対
的
に
難
易
度
の
高
い

碍
子
が
登
場
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
以
前
の
難
易
度
の
低
い
碍
子
も
引
き
続
き
必
要

と
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

し
か
も
碍
子
と
い
う
製
品
は
、
風
雨
に
晒
さ
れ
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
、
金
具
の

腐
食
な
ど
の
影
響
も
あ
る
た
め
、
経
年
劣
化
を
大
前
提
と
し
た
商
品
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
に
当
時
に
お
い
て
は
、
品
質
が
極
め
て
高
い
最
先
端
の
特
別
高
圧
碍
子
で
あ
っ

て
も
使
用
開
始
後
二
年
に
し
て
劣
化
が
始
ま
り
、
随
時
交
換
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
七
年
間
で
半
数
を
交
換
せ
ざ
る
を
得
な
い
技
術
水
準
で
あ
っ
た（

７
）。

そ
れ
よ
り
も
簡

易
な
碍
子
で
あ
れ
ば
、
尚
更
に
劣
化
と
交
換
を
大
前
提
と
し
て
の
品
質
で
の
生
産
で

十
分
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
技
術
的
に
は
最
先
端
で
は
な
い
が
、
電
信
お
よ
び
電
力
業
に
と
っ
て

非
常
に
重
要
な
碍
子
生
産
を
行
っ
て
い
た
産
地
の
う
ち
か
ら
、
本
稿
で
は
会
津
本
郷

焼
を
取
り
上
げ
て
分
析
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
は
、
明
治
中
期
に
お
い
て
は
有
田

焼
に
か
わ
っ
て
官
需
を
獲
得
し
て
い
く
産
地
で
あ
り
、
そ
の
官
需
獲
得
自
体
が
ひ
と

つ
の
重
要
な
論
点
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
会
津
本
郷
焼
に
つ
い
て
は
、『
会
津
本
郷
焼

の
歩
み
』
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
碍
子
生
産
に
言
及
し
て
い
る
も
の
も
多
い
。
し
か

し
な
が
ら
有
田
製
が
中
心
で
あ
っ
た
官
需
に
会
津
本
郷
焼
が
参
入
し
た
経
緯
に
つ
い

て
は
、
関
係
者
の
尽
力
に
つ
い
て
は
紹
介
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
詳
細
と
、
何
故
そ

れ
が
実
現
で
き
た
か
と
い
う
点
で
は
不
明
な
部
分
も
多
い
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
点

に
焦
点
を
絞
り
な
が
ら
分
析
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

「
一
．
は
じ
め
に
」
に
続
く
第
二
節
で
は
、
会
津
本
郷
焼
が
明
治
期
中
期
に
お
い
て

官
需
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
様
子
を
、
白
虎
隊
の
生
き
残
り
で
あ
る
飯
沼
貞
雄
の

活
躍
と
い
う
説
を
ベ
ー
ス
に
し
つ
つ
若
干
の
新
し
い
資
料
な
ど
を
付
け
加
え
な
が
ら

紹
介
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
逓
信
省
だ
け
で
は
な
く
陸
軍
へ
の
納
入
に
お
い
て

も
飯
沼
貞
雄
が
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
る
。
続
く
第
三
節
で
は
、
会
津
本
郷
焼
の
特
徴

の
一
つ
で
あ
る
素
焼
工
程
を
持
た
な
い
点
に
つ
い
て
考
察
し
、
第
四
節
で
は
製
造
コ

ス
ト
を
燃
料
コ
ス
ト
や
労
賃
コ
ス
ト
な
ど
を
包
括
し
な
が
ら
分
析
し
い
く
こ
と
と
し

た
い
。
そ
し
て
「
五
．
お
わ
り
に
」
で
は
、
本
稿
で
分
析
し
た
会
津
本
郷
焼
製
の
碍

子
の
ニ
ー
ズ
を
題
材
と
し
つ
つ
、
日
本
に
お
け
る
も
の
づ
く
り
の
一
端
に
つ
い
て
一

般
化
す
る
こ
と
で
ま
と
め
と
し
た
い
。

二
、
会
津
本
郷
焼
に
お
け
る
官
需
の
は
じ
ま
り
と
飯
沼
貞
雄

福
島
県
大
沼
郡
本
郷
町
（
現･

会
津
美
里
町
）
を
中
心
と
し
た
地
域
に
お
け
る
会

津
本
郷
焼
は
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
奥
州
仕
置
に
よ
っ
て
会
津
に
移
さ
れ
た
蒲
生
氏
郷

（
一
五
五
六－

一
五
九
五
）
の
瓦
生
産
を
嚆
矢
と
す
る
。
そ
の
後
、
将
軍
徳
川
家
光
の

異
母
弟
で
あ
っ
た
保
科
正
之
（
一
六
一
一－

一
六
七
三
）
が
会
津
藩
主
と
な
る
と
美

濃
の
陶
工
を
招
き（

８
）、

一
六
四
七
（
正
保
四
）
年
に
は
本
格
的
に
陶
器
生
産
を
始
め
た
。

そ
の
後
、
一
八
〇
〇
（
寛
政
十
二
）
年
に
は
磁
器
焼
成
も
開
始
し
て
い
る（

９
）。

以
上
の
よ
う
に
前
近
代
か
ら
の
歴
史
を
有
し
て
い
た
会
津
本
郷
焼
に
お
い
て
、
碍

子
生
産
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
の
こ
と
で

あ
っ
た
と
い
う（

（1
（

。
そ
し
て
早
く
も
二
年
後
の
一
八
九
一
（
明
治
二
十
三
）
年
に
は
、

会
津
藩
出
身
の
陸
軍
軍
人
で
あ
り
、
西
南
戦
争
な
ど
で
の
活
躍
に
よ
り
陸
軍
少
将
に

ま
で
昇
進
し
た
後
、
勅
撰
議
員
と
し
て
貴
族
院
議
員
と
な
っ
て
い
た
山
川
浩
（
一
八
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四
五－
一
八
九
八
）
が（

（1
（

、
会
津
本
郷
焼
の
碍
子
を

官
需
へ
と
売
り
込
む
動
き
を
始
め
た
。
山
川
浩
が

陶
工
の
水
野
喜
三
へ
と
碍
子
製
造
を
促
し
、
こ
れ

の
逓
信
省
へ
の
納
入
が
上
手
く
い
っ
た
た
め
に
、

水
野
喜
三
に
加
え
て
山
田
恒
三
郎
や
安
西
平
次
も

製
造
を
始
め
た
と
い
う（

（1
（

。
ま
た
逓
信
省
へ
の
売
り

込
み
に
際
し
て
、
白
虎
隊
の
生
き
残
り
で
あ
っ
た

飯
沼
貞
雄
（
白
虎
隊
士
の
時
の
飯
沼
貞
吉
か
ら
改

名
）
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
人
脈

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
従
来
の
研
究
史
で
は
ど
ち
ら

か
と
言
う
と
脇
役
に
追
い
や
ら
れ
て
き
た
飯
沼
貞

雄
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
は
、
当
時

の
飯
沼
貞
雄
の
状
況
か
ら
確
認
し
て
い
く
こ
と
と

し
よ
う
。

飯
沼
貞
雄
（
一
八
五
四－

一
九
三
一
）
の
一
八

九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
ま
で
の
来
歴
を
【
表
２
】

に
掲
げ
た
。
こ
れ
は
、
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）

年
に
飯
沼
貞
雄
が
日
清
戦
争
の
勲
功
に
よ
り
勲
七

等
を
贈
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
提
出
さ
れ
た
履

歴
書
を
主
た
る
資
料
に
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ

る（
（1
（

。
飯
沼
貞
雄
は
幼
名
を
貞
吉
と
い
い
、
会
津
藩

の
物
頭
の
役
職
に
あ
り
四
五
〇
石
の
知
行
を
得
て

い
た
飯
沼
一
正
（
飯
沼
時
衛
）
の
次
男
と
し
て
生

【表２】飯沼貞雄の略歴（1895年まで）
1854年 嘉永７年 会津にて生まれる、貞吉と命名（３月） 　
1863年 文久３年 日新館入学 　
1869年 慶應４年 白虎隊中二番隊として飯盛山で自刃するが、蘇生（８月） 　
1871年 明治４年 沼津にいた旧幕臣藤沢次謙の書生となり、貞雄と改名 　
1872年 明治５年 電信修技教場入学（３月）

工部省採用（８月）、赤間関勤務（10月） 電信寮技術等外見習下級（８月）
1873年 明治６年 小倉局勤務（４月） 電信寮技術等外見習中級（７月）
1874年 明治７年 山口局勤務（７月） 電信寮技術等外見習上級（９月）

補電信寮技術二等見習下級（12月）
1875年 明治８年 日本橋局勤務（４月）、神戸局勤務（７月） 　
1876年 明治９年 　 補電信寮技術二等見習中級（６月）
1877年 明治10年 電信局勤務（１月） 工部10等技手３級（１月）

工部10等技手２級（８月）
1878年 明治11年 　 工部９等技手２級（11月）
1879年 明治12年 　 工部９等技手１級（３月）
1880年 明治13年 大阪勤務（７月） 　
1881年 明治14年 熊本勤務（２月） 工部８等技手（７月）
1883年 明治16年 　 工部７等技手（７月）
1884年 明治17年 松江勤務（２月） 　
1885年 明治18年 新潟分局勤務（３月） 工部６等技手（７月）

　 　 　※工部省が廃止され、電信部門は逓信省へ 　
1886年 明治19年 逓信監察官補を兼任（９月） 逓信５等技手（５月）

　 　 新潟逓信管理局勤務、電信建築主事（９月） 判任官５等（12月）
1887年 明治20年 工務局第一課長（３月） 　
1890年 明治23年 電務局勤務（７月） 逓信技手判任官３等（７月）
1891年 明治24年 広島電信建築区電信建築長（３月） 　

　 　 広島電信建築署長代理（８月） 　
1892年 明治25年 東京電信建築署勤務（11月）

逓信技手判任官２等1893年 明治26年 東京郵便電信局勤務（11月、官制改正のため）
1894年 明治27年 大本営付（６月）
1895年 明治28年 臨時南部兵站電信部長心得（２月） 　

　 　 東京郵便電信局勤務（８月） 　
出典）‌�JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.A10110559500、叙位裁可書 ･ 明治二十九年・叙位巻四（国立公文書館）、および

飯沼一元（2013）443-444頁。
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ま
れ
た（

（1
（

。
戊
辰
戦
争
に
際
し
て
は
白
虎
隊
中
二
番
隊
と
し
て
戦
い
、
会
津
若
松
城
が

落
城
し
た
と
勘
違
い
し
て
飯
盛
山
で
自
刃
し
た
二
〇
人
の
う
ち
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、

遺
体
か
ら
金
品
を
奪
い
に
き
た
農
民
ら
に
助
け
ら
れ
た
た
め
に
蘇
生
し
て
い
る（

（1
（

。
そ

の
後
、
江
戸
お
よ
び
長
州
で
の
取
調
べ
と
療
養
が
行
な
わ
れ
た
後（

（1
（

、
一
八
七
一
（
明

治
四
）
年
に
は
、
旧
会
津
藩
家
老
で
あ
っ
た
西
郷
頼た

の

母も

（
一
八
三
〇－

一
九
〇
三
）

の
推
薦
も
あ
り
、
旧
幕
臣
ら
が
集
る
静
岡
県
沼
津
で
幕
末
に
は
陸
軍
副
総
裁
も
務
め

た
藤
沢
次つ

ぐ

謙よ
し

（
一
八
三
五－
一
八
八
一
）
の
書
生
と
な
っ
た（

（1
（

。

そ
の
後
、
沼
津
兵
学
校
が
兵
部
省
の
管
轄
と
な
っ
た
た
め
に
、
藤
沢
次
謙
一
家
と

共
に
飯
沼
貞
雄
も
上
京
し
、
東
京
府
京
橋
区
木
挽
町
に
あ
っ
た
電
信
修
技
教
場
で
し

ば
ら
く
学
ん
だ
後
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
八
月
に
は
工
部
省
に
採
用
さ
れ
た
。

採
用
時
の
職
階
は
電
信
寮
技
術
等
外
見
習
下
級
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
小
倉
局
、
山

口
局
、
日
本
橋
局
、
神
戸
局
と
転
勤
を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、
一
八
七
七
（
明
治
一

〇
）
年
に
は
電
信
局
勤
務
と
な
り
、
そ
れ
と
と
も
に
職
階
か
ら
「
見
習
」
の
文
字
が

と
れ
て
工
部
一
〇
等
技
手
三
級
と
な
っ
た
。
電
信
局
勤
務
の
ま
ま
、
東
京
、
大
阪
、

熊
本
、
松
江
と
勤
務
地
は
再
び
転
々
と
し
て
い
た
が
、
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年

に
は
新
潟
分
局
勤
務
と
な
り
、
職
階
も
工
部
六
等
技
手
と
な
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
十
二
月
二
十
二
日
、
飯
沼
貞
雄
が
勤
務
す

る
工
部
省
は
内
閣
制
度
発
足
と
同
時
に
廃
止
さ
れ
、
そ
の
か
わ
り
に
電
信
な
ど
を
所

管
す
る
省
庁
と
し
て
逓
信
省
が
発
足
し
た（

（1
（

。
飯
沼
貞
雄
も
逓
信
省
発
足
に
と
も
な
っ

て
逓
信
省
へ
と
移
る
と
と
と
も
に
、
翌
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
五
月
に
は
職
階

も
逓
信
五
等
技
手
と
な
っ
て
い
る
。

着
目
す
べ
き
は
こ
の
逓
信
五
等
技
手
へ
の
昇
格
と
同
時
に
「
叙
判
任
官
五
等
給
下

級
俸
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
飯
沼
貞
雄
の
場
合
、
工
部
九
等
技
手
に
任

じ
ら
れ
た
際
に
は
月
給
二
十
円
、
工
部
八
等
技
手
の
際
に
は
月
給
二
十
二
円
、
工
部

七
等
技
手
の
際
に
は
二
十
七
円
、
工
部
六
等
技
手
の
場
合
に
は
三
十
二
円
と
い
う
よ

う
に
、
俸
給
の
金
額
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
定
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
が
逓
信
五
等
技

手
に
な
る
と
同
時
に
、
判
任
官
五
等
の
俸
給
表
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
飯
沼
貞
雄
は
技
手
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
た
も

の
の
、
長
ら
く
判
任
官
で
は
な
く
判
任
官
待
遇
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
九
月
に
は
新
潟
逓
信
管
理
局
の
電
信
建
築
主
事
へ

と
昇
進
し
、
そ
れ
を
受
け
て
同
年
十
二
月
一
日
付
で
職
階
が
判
任
官
五
等
と
な
っ
て

い
る
。
官
歴
に
入
っ
て
十
四
年
に
し
て
、
飯
沼
貞
雄
は
よ
う
や
く
と
判
任
官
に
な
っ

た
の
で
あ
っ
た（

（2
（

。

三
十
二
歳
に
し
て
判
任
官
と
な
っ
た
飯
沼
貞
雄
の
経
歴
は
こ
こ
か
ら
華
や
か
に
な
っ

て
い
く
。
翌
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
三
月
三
十
日
付
で
工
務
局
第
一
課
長
に
就

任
し
て
東
京
勤
務
と
な
り
、
翌
年
に
は
山
形
、
翌
々
年
に
は
名
古
屋
、
大
阪
、
広
島
、

松
山
と
出
張
し
て
ま
さ
に
東
奔
西
走
の
活
躍
を
す
る
の
で
あ
る
。
一
八
九
〇
（
明
治

二
十
三
）
年
七
月
に
は
電
務
局
勤
務
と
な
る
と
と
も
に
、
職
階
も
逓
信
技
手
判
任
官

三
等
と
な
っ
て
い
る
。
工
務
局
第
一
課
長
と
し
て
の
働
き
が
評
価
さ
れ
た
た
め
に
、

判
任
官
五
等
か
ら
判
任
官
三
等
へ
と
二
段
階
の
昇
格
で
あ
っ
た
。

飯
沼
貞
雄
が
電
務
局
勤
務
と
し
て
東
京
に
い
た
の
は
九
ヶ
月
間
ほ
ど
で
あ
り
、
一

八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
三
月
に
は
広
島
電
信
建
築
区
の
電
信
建
築
長
と
し
て
広

島
に
赴
任
し
、
同
年
八
月
に
は
広
島
電
信
建
築
署
の
署
長
代
理
に
な
っ
て
い
る
。
東

京
へ
と
戻
る
の
は
、
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
十
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
一
年
半
ほ
ど
東
京
電
信
建
築
署
お
よ
び
東
京
郵
便
電
信
局
で
勤
務
し
て
い
た

が
、
日
清
戦
争
に
と
も
な
っ
て
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
に
は
大
本
営
付
に
な

り
、
朝
鮮
半
島
で
も
活
躍
し
て
勲
七
等
を
叙
勲
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
簡
単
に
飯
沼
貞
雄
の
来
歴
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
会
津
本
郷
焼
の
碍
子
が
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逓
信
省
に
用
い
ら
れ
る
に
際
し
て
重
要
と
な
っ
て
く
る
の
は
、
一
八
九
〇
（
明
治
二

十
三
）
年
か
ら
一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）
年
の
状
況
で
あ
っ
た
。
先
述
の
よ
う
に
、

一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
末
に
判
任
官
待
遇
か
ら
判
任
官
へ
と
上
り
、
一
八
九
〇

（
明
治
二
十
三
）
年
前
半
に
は
工
務
局
第
一
課
長
の
要
職
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
二
段
階

の
昇
格
に
よ
っ
て
判
任
官
三
等
と
し
て
電
務
局
へ
と
移
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
逓
信

省
工
務
局
第
一
課
長
を
経
験
し
た
技
手
と
し
て
、
飯
沼
貞
雄
の
逓
信
省
内
で
の
発
言

力
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
定
さ
れ
る
。
先
述
し
た
山
川
浩
の
斡
旋
で
会

津
本
郷
焼
の
碍
子
が
逓
信
省
に
納
入
さ
れ
て
い
く
の
は
こ
の
時
期
で
あ
り
、
逓
信
技

手
で
あ
り
工
務
局
第
一
課
長
で
あ
っ
た
飯
沼
貞
雄
の
存
在
抜
き
に
し
て
は
、
そ
の
実

現
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
従
来
は
受
注
者
側
で
あ
る
陶
器
商
山
田
半
次
郎
に
ば
か
り
注
目
が
集
ま
っ

て
き
た
た
め
に
看
過
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た（

（2
（

、
陸
軍
へ
の
碍
子
納
入
と
飯
沼
貞
雄
と
の

関
係
に
も
着
目
し
て
お
き
た
い
。
飯
沼
貞
雄
は
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
十
一

月
か
ら
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
六
月
に
か
け
て
の
一
年
間
半
の
間
、
東
京
電

信
建
築
署
（
途
中
で
制
度
改
正
に
よ
り
東
京
郵
便
電
信
局
に
名
称
変
更
）
に
勤
務
し

て
い
た
。
こ
の
勤
務
期
間
中
の
飯
沼
貞
雄
の
職
務
を
窺
う
資
料
と
し
て
、
近
衛
師
団

監
督
部
の
「
電
信
柱
移
転
之
件
」
と
そ
れ
に
関
連
す
る
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ

れ
は
、
一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）
年
一
〇
月
に
、
近
衛
師
団
と
参
謀
本
部
陸
地
測

量
部
と
の
境
界
の
樹
木
の
植
替
え
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
際
に
、「
電
線
障
碍

相
成
候
ニ
付
、
至
急
御
移
転
之
儀
御
取
計
相
成
度
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
「
電

線
」
は
「
当
省
（
陸
軍
省
…
引
用
者
）
ト
内
閣
間
電
話
線
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

陸
軍
省
か
ら
東
京
電
信
建
築
署
へ
「
電
線
移
転
之
件
」
に
つ
い
て
照
会
が
行
わ
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
東
京
電
信
建
築
署
で
は
、
電
信
柱
の
移
転
に
必
要
な
物

品
を
列
挙
し
て
「
物
品
御
調
達
之
上
、
同
署
技
手
飯
沼
貞
雄
へ
交
付
相
成
度
」
と
の

回
答
を
陸
軍
省
へ
と
送
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
飯
沼
貞
雄
は
、
東
京
電
信
建
築
署
を
代

表
す
る
技
手
と
し
て
、
陸
軍
省
で
の
電
話
線
の
移
転
の
現
場
責
任
者
と
し
て
任
に
当

た
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
東
京
電
信
建
築
署
で
の
働
き
を
受
け
、
飯
沼
貞
雄
は
一
八
九
四
（
明

治
二
十
七
）
年
六
月
に
は
広
島
大
本
営
へ
呼
ば
れ
る
と
と
も
に
、
士
官
相
当
の
待
遇

と
な
り
、
大
本
営
付
き
の
第
一
電
線
架
設
枝
隊
技
術
統
督
と
な
っ
た（

（2
（

。
朝
鮮
半
島
で

は
、
ま
ず
は
京
城－

釜
山
間
の
電
線
架
設
に
携
わ
っ
て
い
る（

（2
（

。
そ
の
後
、
同
年
一
〇

月
一
日
付
で
中
路
兵
站
電
線
架
設
隊
技
手
長
と
な
り
平
壌
ま
で
進
ん
だ
。
さ
ら
に
翌

十
一
月
一
日
付
で
中
路
兵
站
電
線
架
設
隊
が
解
散
す
る
と
、
臨
時
南
部
兵
站
電
子
部

の
電
信
部
技
手
長
と
な
り
、
同
年
末
に
は
勲
八
等
に
叙
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
瑞
宝
章

を
賜
っ
て
い
る
。
翌
一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
年
三
月
に
は
同
電
信
部
技
長
心
得

に
昇
進
し
、
高
等
官
待
遇
も
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た（

（2
（

。

こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
飯
沼
貞
雄
が
朝
鮮
半
島
に
渡
っ
て
電
線
架
設
に
携
わ
り

は
じ
め
た
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。
電
線
架
設
を
担
当

す
る
兵
站
に
つ
い
て
は
、
広
島
の
大
本
営
に
兵
站
総
監
の
川
上
操
六
陸
軍
中
将
が
、

東
京
の
陸
軍
省
に
運
輸
通
信
長
官
の
寺
内
正
毅
陸
軍
大
佐
が
い
た（

（2
（

。
ま
た
電
線
架
設

枝
隊
の
職
員
表
お
よ
び
幹
部
リ
ス
ト
と
し
て
【
表
３
】
お
よ
び
【
表
４
】
を
作
成
し

た
。
士
官
、
つ
ま
り
少
尉
以
上
は
第
一
電
線
架
設
枝
隊
に
五
名
、
第
二
電
線
架
設
枝

隊
に
四
名
に
過
ぎ
ず
、
彼
ら
は
す
べ
て
司
令
官･

副
官･

材
料
主
管･

支
隊
長･

枝

隊
長
な
ど
の
要
職
を
務
め
る
電
線
架
設
枝
隊
の
幹
部
達
で
あ
っ
た
。
判
任
官
二
等
の

逓
信
技
手
で
あ
っ
た
飯
沼
貞
雄
は
、
士
官
相
当
と
い
う
こ
と
で
電
線
架
設
枝
隊
の
幹

部
と
同
等
の
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
電
線
架
設
枝
隊
の
任
務
は
、
東
学
党
の
鎮
圧
お
よ
び
清
国
軍
と
の
戦
争

の
た
め
に
京
城－
釜
山
間
お
よ
び
京
城－

仁
川
間
に
電
信
用
電
線
を
架
設
す
る
こ
と
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で
あ
っ
た
。
そ
し
て
実
際
に
電
線
架

設
を
は
じ
め
て
み
る
と
、
物
資
調
達

に
困
難
を
生
じ
る
よ
う
に
な
る
の
で

あ
る
。
例
え
ば
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
七
月
九
日
付
で
出
さ
れ
た
、
第
二
電

線
架
設
枝
隊
司
令
官
の
馬
場
正
雄
陸
軍
少
佐
か
ら
兵
站
総
監
川
上
操
六
陸
軍
中
将
宛

の
電
報
を
見
て
み
よ
う（

（2
（

。
電
報
に
よ
る
と
、
大
鳥
圭
介
公
使
お
よ
び
大
島
義
昌
旅
団

長
と
の
協
議
の
上
で
、
京
城－

仁
川
間
の
電
線
架
設
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

「
電
線
ト
碍
子
四
里
分
」
と
さ
ら
に
は
「
京
城
清
州
間
分
」
と
が
不
足
し
て
い
る
の
で

回
送
し
て
欲
し
い
旨
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
後
は
少
々
混
乱
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
十
日
後
の
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
七
月
十
九
日
付
の
運
輸
通
信
長
官
寺

内
正
毅
陸
軍
大
佐
か
ら
馬
場
正
雄
陸
軍
少
佐
宛
に
、「
十
八
日
馬
関
発
ノ
酒
田
丸
ニ
テ

電
信
材
料
ヲ
送
附
セ
リ
」
と
の
電
報
が
発
せ
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。

ま
た
直
接
に
「
碍
子
」
と
い
う
記
述
は
な
い
が
、
電
線
架
設
用
の
材
料
に
つ
い
て

第
一
電
線
架
設
枝
隊
司
令
官
の
吉
見
精
陸
軍
少
佐
発
着
の
電
報
も
あ
る
。
例
え
ば
一

八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
七
月
十
九
日
付
で
、
釜
山
に
い
た
吉
見
精
陸
軍
少
佐
か

ら
東
京
の
寺
内
正
毅
陸
軍
大
佐
宛
に
「
大
鳥
（
圭
介･･･

引
用
者
）
公
使
ヨ
リ
電
線

架
設
ス
ヘ
キ
通
知
ア
リ
直
ク
着
手
ス
」
と
い
う
第
一
報
と（

（2
（

、「
大
邱
マ
テ
ノ
電
信
材
料

ハ
イ
ツ
着
カ
」
と
い
う
第
二
報
が
送
ら
れ
た（

（3
（

。
こ
れ
に
対
し
て
二
日
後
の
七
月
二
十

一
日
、
寺
内
正
毅
陸
軍
大
佐
か
ら
「
釜
山
大
邱
間
架
設
ノ
為
メ
電
柱
ハ
悉
皆
送
ル
ベ

キ
ヤ
返
事
ア
レ
」
と
い
う
電
報
が（

（3
（

、
翌
七
月
二
十
二
日
に
川
上
操
六
陸
軍
中
将
か
ら

「
先
ツ
大
邱
忠
州
間
ノ
架
設
ニ
着
手
セ
ヨ
釜
山
大
邱
ニ
要
ス
ル
材
料
ト
人
夫
ハ
廿
八
日

馬
関
発
ニ
テ
送
ル
」
と
の
電
報
が（

（3
（

、
吉
見
精
陸
軍
少
佐
へ
と
送
ら
れ
て
い
る
。

広
島
に
い
た
兵
站
総
監
川
上
操
六
陸
軍
中
将
と
、
東
京
に
い
た
運
輸
通
信
長
官
寺

内
正
毅
陸
軍
大
佐
の
、
ど
ち
ら
に
資
材
調
達
の
要
請
を
行
な
う
の
か
、
第
一
電
線
架

設
枝
隊
司
令
官
の
吉
見
精
陸
軍
少
佐
と
第
二
電
線
架
設
枝
隊
司
令
官
の
馬
場
正
雄
陸

軍
少
佐
と
で
統
一
が
と
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
ど
ち
ら
が
回
答
す
べ
き
か
も
統
一
が

と
れ
て
い
な
い
な
ど
の
混
乱
が
見
ら
れ
る
。
本
稿
の
主
題
で
は
な
い
の
で
そ
の
よ
う

な
混
来
に
つ
い
て
は
脇
へ
置
い
て
お
く
と
し
、
こ
こ
で
は
東
学
党
の
乱
の
鎮
圧
名
目

で
朝
鮮
半
島
へ
出
兵
し
て
か
ら
清
国
と
の
戦
争
へ
と
い
う
過
程
で
架
設
さ
れ
た
電
信

線
の
材
料
が
、
日
本
で
調
達
さ
れ
て
朝
鮮
半
島
へ
送
ら
れ
て
い
た
点
に
着
目
し
た
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
電
線
架
設
隊
の
幹
部
で
あ
っ
た
士
官
ク
ラ
ス
と
同
階
級

の
飯
沼
貞
雄
が
、
朝
鮮
半
島
で
共
に
行
動
し
て
い
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
っ
て

い
る
で
あ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
本
稿
で
利
用
し
て
い
る
資
料
は
戦
時
の
電
報
で
あ
り
、

し
か
も
電
報
の
全
て
が
保
存
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
に
資
材
の
規
格
等
の

詳
細
に
つ
い
て
の
や
り
取
り
は
判
明
し
な
い
。
そ
の
た
め
明
示
的
に
は
、
飯
沼
貞
雄

が
会
津
製
の
碍
子
を
朝
鮮
半
島
で
の
電
線
架
設
に
用
い
る
よ
う
に
斡
旋
し
た
と
言
及

【表４】電線架設枝隊の幹部リスト（1894年）
第一電線架設枝隊 第二電線架設枝隊

本部司令官 少佐　吉見精 少佐　馬場正雄
副 官 中尉　土屋喜之助 中尉　竹田槙之助
材 料 主 管 少尉　井上幾太郎 中尉　平尾次郎
軍 医 　 二等軍吏　吉井赤心
軍 吏 二等軍吏　小暮涛太郎 　
第一支隊長 大尉　大日方純 　
第二支隊長 大尉　秋月栄太郎 　
枝 隊 長 　 大尉　大野嘉遯

出典）‌�JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.C05121502500、
陸軍省－日清戦役戦役日記－ M27－1－85（防衛省防
衛研究所）より作成。

【表３】電線架設枝隊編成表（1894年）
　 少佐 大尉 中少尉 下士 兵卒

第一電線架設枝隊 1 2 2 10 132
第二電線架設枝隊 1 1 2   9 117

　 軍医 看護長 看護手 軍吏 同書記
第一電線架設枝隊 　 1 1 1 1
第二電線架設枝隊 1 　 1 1 1

　 馬卒 輸卒 技手 工夫 運搬夫 人夫
第一電線架設枝隊 5 6   9   10 164 　
第二電線架設枝隊 5 6 10 140   51 103

出典）‌�JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.C05121502500、陸軍省－日清
戦役戦役日記－ M27－1－85（防衛省防衛研究所）より作成。
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で
き
る
よ
う
な
資
料
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
部
隊
幹
部
と
同
じ
士
官
相
当

の
技
術
統
督
と
し
て
、
現
場
で
の
電
信
用
の
電
線
架
設
の
責
任
者
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
飯
沼
貞
雄
に
は
資
材
の
選
定
に
あ
る
程
度
の
発
言
権
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
十
月

に
は
逓
信
省
に
続
い
て
陸
軍
か
ら
も
、
朝
鮮
半
島
に
近
く
碍
子
生
産
の
先
進
地
で
あ
っ

た
有
田
な
ど
に
加
え
て
、
会
津
の
窯
屋
へ
と
碍
子
の
発
注
が
入
る
よ
う
に
な
る（

（3
（

。
会

津
製
碍
子
の
官
需
へ
の
採
用
は
、
常
に
飯
沼
貞
雄
と
と
も
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
良
い

で
あ
ろ
う
。

三
、
会
津
製
碍
子
の
技
術
的
特
徴

第
二
節
で
は
、
会
津
製
碍
子
が
官
需
に
採
用
さ
れ
て
い
く
上
で
、
飯
沼
貞
雄
が
初

期
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
位
置
し
て
い
た
点
を
確
認
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
会
津

製
碍
子
の
官
需
へ
の
採
用
は
、
単
に
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
依
存
し
て
い
る
だ
け

の
出
来
事
で
は
な
い
。
第
三
節
お
よ
び
第
四
節
で
は
、
他
産
地
の
碍
子
で
は
な
く
会

津
製
の
碍
子
が
採
用
さ
れ
た
要
因
を
考
察
す
る
た
め
に
、
そ
の
製
品
と
し
て
の
特
徴

に
焦
点
を
当
て
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
本
節
で
は
、
そ
の
う
ち
の
会
津
焼
の
技

術
的
な
特
徴
に
着
目
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

会
津
本
郷
焼
の
技
術
的
な
特
徴
と
し
て
真
っ
先
に
挙
げ
る
べ
き
は
、
素
焼
工
程
を

省
略
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
東
京
職
工
学
校
（
現
・
東
京
工
業
大
学
）
の
第
一
回
卒

業
生
で
あ
り
、
同
校
雇
お
よ
び
地
質
調
査
所
を
経
て
、
高
等
商
業
学
校
の
教
員
を
し

て
い
た
関
口
寛
一
郎
は（

（3
（

、
日
本
窯
業
協
会
の
前
身
で
あ
る
窯
工
会
の
一
八
九
二
（
明

治
二
十
五
）
年
の
機
関
誌
に
お
い
て
「
本
村
（
本
郷
村･･･

引
用
者
）
製
磁
法
ノ
他

ニ
比
類
ナ
キ
ノ
点
ハ
素
焼
ヲ
要
セ
サ
ル
ノ
一
事
ニ
在
リ
」
と
述
べ
て
い
る（

（3
（

。
ま
た
、

同
じ
く
東
京
職
工
学
校
の
卒
業
生
で
あ
り
農
商
務
省
の
技
師
で

あ
っ
た
北
村
弥
一
郎
も
ま
た
、
一
九
一
〇
年
代
初
頭
の
現
地
調
査

に
際
し
て
「
会
津
に
て
は
一
般
に
素
焼
す
る
事
な
し
。
何
れ
も
生

坏
に
施
釉
せ
り
」
と
の
報
告
を
行
っ
て
い
る（

（3
（

。

こ
こ
で
も
う
一
度
、
一
般
的
な
磁
器
の
生
産
工
程
を
確
認
し
て

お
く
と
、【
図
1
】
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
清
水
焼
、
瀬
戸

焼
、
美
濃
焼
、
有
田
焼
な
ど
、
近
代
日
本
に
お
け
る
一
般
的
な
磁

器
の
製
造
方
法
で
あ
る（

（3
（

。
こ
の
、
成
形
を
し
て
乾
燥
さ
せ
る
工
程

の
後
、
下
絵
付
け
を
し
て
施
釉
を
す
る
工
程
の
前
の
、
他
の
多
く

の
産
地
で
は
存
在
し
て
い
る
素
焼
工
程
が
会
津
本
郷
焼
の
場
合
に

は
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

	

た
だ
し
、
こ
の
素
焼
工
程
は
磁
器
焼
成
が
日
本
に
到
来
し
た
頃

に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
考
古
学
者
の
佐
々
木
達
夫

に
よ
る
と
、
十
七
世
紀
初
頭
の
肥
前
有
田
の
天
狗
窯
で
は
「
成
形

さ
れ
た
器
は
素
焼
き
さ
れ
ず
、
陰
干
し
の
後
に
直
接
に
素
地
の
上

に
文
様
が
施
さ
れ
」
て
い
た
と
い
う（

（3
（

。
素
焼
工
程
の
な
い
磁
器
を

「
生
が
け
」
と
呼
ぶ（

（3
（

。
こ
れ
は
、
明
代
の
中
国
の
製
陶
技
術
と
一
致

し
て
い
る
と
い
い
、
宋
応
星
（
一
五
八
七
頃
～
一
六
六
六
頃
）
が

一
六
三
七
（
明
暦
で
は
崇
禎
一
〇
）
年
に
執
筆
し
た
『
天
工
開
物
』

で
も
素
焼
工
程
は
記
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う（

（4
（

。

そ
れ
で
は
、
素
焼
工
程
に
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
を
ま

ず
は
確
認
し
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。
一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
に
北
村
弥
一

郎
が
陶
磁
器
の
製
造
法
を
講
義
し
た
中
で
、
素
焼
工
程
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
る
。

【図１】磁器の生産工程

原料採掘→製土→成形→乾燥→素焼→下絵付→施釉→本焼→上絵付→錦窯

注）筆者作成。



― 82 ―

	

素
焼
の
要
は
、
素
坏
を
し
て
其
の
多
孔
性
を
増
加
し
、
従
つ
て
吸
水
性
を
大
な
ら
し

め
釉
薬
を
し
て
能
く
其
の
表
面
に
附
着
し
易
か
ら
し
む
る
と
、
其
の
質
を
丈
夫
な
ら
し

め
施
釉
其
の
他
の
操
作
の
際
、
破
損
の
患
を
少
か
ら
し
む
る
に
在
り（

（4
（

。

	

つ
ま
り
素
焼
を
す
る
と
、
一
つ
に
は
表
面
に
微
細
な
穴
が
沢
山
で
き
る
た
め
、
素

地
の
吸
水
性
が
高
ま
っ
て
表
面
の
ガ
ラ
ス
質
を
作
り
上
げ
る
釉
薬
の
附
着
が
よ
く
な

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
二
つ
目
に
は
、
焼
く
こ
と
に
よ
っ
て
器
が
丈
夫
に

な
る
た
め
、
釉
薬
を
か
け
た
り
、
本
焼
の
た
め
に
窯
に
並
べ
た
り
と
い
う
様
々
な
作

業
の
際
に
、
破
損
す
る
危
険
性
が
低
く
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
先
代
の
酒
井
田
柿
右
衛
門
で
あ
り
色
絵
磁
器
の
重
要
無
形
文
化
財
（
い
わ

ゆ
る
人
間
国
宝
）
で
も
あ
っ
た
十
四
代
酒
井
田
柿
右
衛
門
は
、
素
焼
き
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

	

磁
器
の
場
合
の
「
素
焼
き
」
と
い
う
の
は
、「
本
焼
き
」
を
す
る
た
め
の
準
備
と
し

て
器
物
を
焼
き
固
め
る
と
い
う
意
味
で
す
ね
。（
中
略
）
こ
の
「
素
焼
き
」
は
そ
ん
な

に
温
度
や
時
間
を
厳
し
く
ど
う
こ
う
言
う
必
要
は
な
い
ん
で
す
。
と
り
あ
え
ず
「
素
焼

き
」
を
す
る
と
い
う
感
じ
で
す
ね
（
笑
）。
あ
と
あ
と
ま
で
影
響
が
あ
る
と
い
う
わ
け

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

	

と
言
い
ま
す
の
は
、
こ
れ
は
上
釉
を
か
け
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
段
取
り
だ
と
考
え
て

も
い
い
ん
で
す
。
と
に
か
く
乾
燥
し
て
い
ま
せ
ん
と
、
釉
が
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
適
当

に
焼
く
と
い
う
こ
と
で
す
（
笑
）。（
中
略
）

	

「
素
焼
き
」
す
る
前
の
状
態
は
相
当
に
脆
い
ん
で
す
。
土
が
た
だ
乾
燥
し
て
い
る
っ

て
い
う
だ
け
の
状
態
で
す
か
ら
ね
。「
素
焼
き
」
を
す
れ
ば
あ
る
程
度
強
く
な
り
ま
す
。

（
中
略
）

	

「
素
焼
き
」
し
な
い
と
な
る
と
「
染
付
け
」
に
問
題
が
出
て
く
る
ん
で
す
ね
。
こ
こ

で
言
う
「
染
付
け
」
は
、
素
地
に
呉
須
で
「
下
絵
付
け
」
す
る
こ
と
で
す
。（
中
略
）

呉
須
は
コ
バ
ル
ト
を
ふ
く
ん
だ
鉱
物
で
出
来
た
青
く
発
色
す
る
彩
料
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
れ
で
素
焼
き
を
せ
ず
に
描
く
と
絵
具
が
相
当
滲
ん
だ
み
た
い
に
な
る
ん
で
す
よ
。
扱

い
に
く
い
描
き
に
く
い（

（4
（

。

	

少
々
長
め
の
引
用
と
な
っ
た
が
、
北
村
弥
一
郎
に
よ
る
解
説
と
大
枠
は
似
通
っ
て

い
る
。
た
だ
し
十
四
代
酒
井
田
柿
右
衛
門
の
場
合
に
は
、
釉
薬
の
か
け
易
さ
お
よ
び

堅
牢
さ
に
加
え
て
、
下
絵
付
を
す
る
際
に
用
い
る
絵
具
が
鮮
明
に
発
色
す
る
か
否
か

と
い
う
観
点
か
ら
も
素
焼
の
重
要
性
を
語
っ
て
い
る
。
ま
た
素
焼
の
具
合
が
、
最
終

的
な
磁
器
の
品
質
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
し
な
い
た
め
に
、
か
な
り
手
軽
な
気
持
ち

で
素
焼
工
程
を
行
な
っ
て
い
る
様
子
も
分
か
る
。

十
四
代
酒
井
田
柿
右
衛
門
は
同
時
に
、「
よ
く
見
る
と
、
こ
れ
は
「
生
が
け
」
か

な
？
っ
て
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
な
ん
と
な
く
呉
須
の
線
な
ん
か
が
滲
ん
で
い

る
の
で
。
実
は
、
そ
れ
が
ま
た
良
さ
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
（
笑
）。
滲
ん
で
る
の
が

ひ
と
つ
の
景
色
に
な
り
ま
す
か
ら
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
焼
き
物
と
い
う
商
品
は
、

精
密
に
作
る
と
価
値
が
高
く
な
る
と
言
う
関
係
性
の
物
で
は
な
い
た
め
、
呉
須
の
滲

み
や
釉
薬
の
粗
さ
も
ま
た
、
味
わ
い
の
一
つ
と
し
て
価
値
を
持
つ
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
北
村
弥
一
郎
と
十
四
代
酒
井
田
柿
右
衛
門
と
い
う
二
人
の
素
焼
工

程
に
関
す
る
説
明
を
見
て
き
た
が
、
そ
れ
で
は
、
素
焼
工
程
を
省
略
し
た
会
津
本
郷

焼
の
場
合
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
民
芸
運
動
の
創
始
者
と
し
て
知
ら
れ
る

柳
宗
悦
は
、
会
津
本
郷
焼
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る（

（4
（

。

	
実
は
一
番
人
々
か
ら
粗
末
に
扱
は
れ
て
ゐ
る
所
謂
「
粗そ

物ぶ
つ

」
と
蔑
ま
れ
て
ゐ
る
も
の

が
、
最
も
特
色
の
あ
る
又
見
事
な
も
の
だ
と
評
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）
本
郷

の
仕
事
と
し
て
は
、
ど
こ
ま
で
も
こ
の
粗
物
類
を
大
切
に
続
け
る
べ
き
で
あ
り
ま
せ

う
。
こ
の
窯
で
は
一
番
健
康
な
仕
事
で
あ
り
ま
す
。
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精
緻
な
も
の
が
美
し
い
と
さ
れ
て
い
た
従
来
の
美
的
感
覚
に
対
し
て
、
下
手
物
（
こ

こ
で
は
「
粗そ

物ぶ
つ

」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
）
の
美
を
唱
え
て
価
値
観
の
一
大
転
換
を
促

し
た
柳
宗
悦
の
真
骨
頂
が
垣
間
見
ら
れ
る
文
章
で
あ
る
。
素
焼
が
な
さ
れ
て
い
な
い

が
故
の
素
朴
な
美
を
そ
こ
に
発
見
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
素
焼
工
程
が
な
か
っ
た
こ
と
は
会
津
本
郷
焼
に
と
っ
て
の
欠
点
と
は

な
ら
ず
、
国
内
外
に
向
け
て
広
く
販
売
さ
れ
て
い
た
。「
明
治
十
年
頃
よ
り
会
津
磁
器

の
名
は
広
く
天
下
に
知
ら
れ
る
至
」
り
、
明
治
後
期
に
な
る
と
「
会
津
焼
も
又
浜
物

と
称
へ
ら
れ
て
、
横
浜
雑
貨
商
の
手
を
経
て
盛
ん
に
輸
出
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
」
と

い
う（

（4
（

。
農
商
務
省
の
『
第
二
次
輸
出
重
要
品
要
覧
』
で
は
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）

年
の
会
津
本
郷
焼
の
状
況
と
し
て
「
過
半
県
外
へ
販
出
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。
ま

た
同
じ
く
農
商
務
省
の
『
重
要
輸
出
工
産
品
要
覧
品
目
（
陶
磁
器
）』
で
は
、
一
九
〇

六
（
明
治
三
十
九
）
年
の
会
津
本
郷
焼
の
状
況
と
し
て
「
外
国
仕
向
先
ハ
米
国
ヲ
主

ト
セ
シ
モ
、
近
年
英
国
、
豪
州
、
印
度
、
及
、
新
嘉
坡
ヘ
モ
幾
分
販
出
ス
ル
ニ
至
レ

リ
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（4
（

。

四
、
会
津
本
郷
焼
の
製
造
コ
ス
ト
に
関
す
る
考
察

農
商
務
官
僚
に
よ
る
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
会
津

本
郷
焼
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

	

其
製
タ
ル
頗
ル
簡
易
ニ
シ
テ
、
普
通
磁
法
ノ
如
ク
素
焼
ヲ
為
ス
コ
ト
ナ
ク
、
製
捏
ノ

後
、
直
ニ
焼
青
画
ヲ
着
ケ
（
重
ニ
型
絵
ト
ス
）、
之
ニ
釉
料
ヲ
襲
ヒ
、
地
質
表
釉
ヲ
併

セ
テ
唯
一
回
ニ
焼
成
ス
ル
ヲ
以
テ
、
工
費
ト
燃
料
ト
ヲ
省
ク
コ
ト
夥
シ
ク
、
殊
ニ
便
益

ノ
法
ト
ス
。
故
ニ
代
価
至
廉
ニ
シ
テ
、
家
々
日
用
ノ
雑
器
ニ
適
シ
、
内
国
ノ
需
要
ハ
勿

論
、
海
外
輸
出
モ
亦
タ
年
々
増
加
セ
リ（

（4
（

。

	

素
焼
工
程
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
節
で
見
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

伴
っ
て
「
工
費
ト
燃
料
ト
ヲ
省
ク
」
こ
と
が
出
来
て
、「
代
価
至
廉
」
で
あ
る
こ
と
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
は
、
安
い
の
で
あ
る
。
こ
の
会
津
本
郷
焼
の
廉
価
さ
に

つ
い
て
は
、
別
の
資
料
な
ど
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
一
九
〇
一
（
明
治
三

十
四
）
年
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
全
国
窯
業
品
共
進
会
で
は
、
会
津
本
郷
焼
は
瓢
池

園
経
営
者
の
河
原
徳
立
ら
か
ら（

（4
（

、「
依
然
と
し
て
進
歩
を
認
め
が
た
し
と
雖
も
、
相
替

ら
ず
価
格
の
廉
な
る
は
宜
し
」
と
い
う
審
査
評
価
を
受
け
て
い
る（

（4
（

。
ま
た
一
九
〇
四

（
明
治
三
十
七
）
年
の
第
五
回
内
国
博
覧
会
に
際
し
て
も
、「
会
津
磁
器
は
土
瓶
、
茶

器
の
如
き
袋
物
製
造
に
頗
る
妙
を
得
、
価
格
も
亦
甚
だ
廉
な
る
も
の
」
で
あ
る
と
の

評
価
を
得
て
い
る（

（5
（

。
明
治
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、
会
津
本
郷
焼
は
そ
の
価
格
の

安
さ
に
定
評
が
あ
っ
た
と
位
置
付
け
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
農
商
務
官
僚
が
指
摘
し
た
よ
う
に
素
焼
工
程
を
省
い
た
こ
と
が
価
格

の
低
廉
さ
に
繋
が
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
は
そ
の
点
を
確
認
し
て
い
く
こ
と

と
し
よ
う
。
陶
磁
器
業
に
お
け
る
燃
焼
工
程
の
コ
ス
ト
（
燃
料
コ
ス
ト
）
の
高
さ
に

つ
い
て
は
、
宮
地
英
敏
（
二
〇
〇
八
）
第
六
章
お
よ
び
そ
の
元
論
文
と
な
っ
た
宮
地

英
敏
（
二
〇
〇
三
）
に
詳
し
い
。

東
濃
陶
磁
器
業
に
お

け
る
製
造
コ
ス
ト
の

デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
前

掲
論
文
に
提
示
し
た
表

を
【
表
5
】
と
し
て
再

掲
し
た
。
こ
の
表
に
つ

い
て
は
宮
地
英
敏
（
二

〇
〇
八
）
注
第
六
章

【表５】製造コスト（東濃、1895年）
代　価 割　合

職工 173,170 25.7％
薪炭 331,853 49.3％
その他燃料 1,745 0.3％
� （皮灰） 1,200 　
� （油） 487 　
� （炭） 58 　
原料 166,192 24.7％
� （原土） 85,352 　
� （釉薬） 27,712 　
� （絵具） 50,574 　
� （石灰） 2,546 　
� （白土） 8 　
合計 672,960 100.0％

出典）‌�宮地英敏（2008）174頁の再掲、農
商務省商工局工務課編（1897）付
表より作成。
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（
四
一
）
で
も
解
説
し
た
よ
う
に
、
自
家
労
賃
、
つ
ま
り
は
経
営
者
で
あ
る
窯
屋
の
利

益
の
分
配
を
考
慮
し
て
い
な
い
数
値
で
あ
る（

（5
（

。
そ
の
た
め
労
働
費
の
割
合
が
若
干
低

め
に
は
出
て
い
る
が
、
コ
ス
ト
の
大
凡
に
つ
い
て
分
析
す
る
に
は
問
題
な
い
で
あ
ろ

う
。
元
論
文
に
お
い
て
は
、
こ
の
表
を
製
造
コ
ス
ト
に
占
め
る
燃
料
コ
ス
ト
の
高
さ

を
説
明
す
る
た
め
に
用
い
た
。
原
料
コ
ス
ト
が
約
四
分
の
一
、
職
工
の
労
賃
コ
ス
ト

が
約
四
分
の
一
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
燃
料
コ
ス
ト
が
約
半
分
を
占
め
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
燃
焼
工
程
に
お
け
る
技
術
革
新
が
陶
磁
器
業
に
お
い
て
は
重
要
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
た
の
で
あ
る（

（5
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
燃
料
コ
ス
ト
の
高
さ
と
し
て
説
明
し
た
部
分
は
、
本
焼
工
程
と

素
焼
工
程
を
含
め
た
比
率
で
あ
る
。
素
焼
工
程
に
つ
い
て
分
析
す
る
本
稿
に
お
い
て

は
、
こ
の
本
焼
工
程
と
素
焼
工
程
を
分
割
し
て
や
る
必
要
が
あ
る
。
当
時
の
会
津
で

の
両
コ
ス
ト
の
詳
細
な
内
訳
を
記
し
た
資
料
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
た
め
、

他
の
資
料
で
代
替
し
て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。

瀬
戸
窯
業
学
校
の
校
長
を
し
て
い
た
黒
田
政
憲
は
素
焼
窯
に
つ
い
て
、「（
登
り
窯

の
…
引
用
者
）
胴
木
間
に
て
燃
し
た
る
燃
料
の
火
焔
、
窯
の
底
部
を
通
過
し
窯
の
後

部
よ
り
上
昇
し
室
内
の
物
品
を
焼
き
た
る
後
、
窯
の
前
壁
内
に
設
け
た
る
小
「
ク
ド
」

よ
り
逃
れ
去
る
所
の
も
の
な
り
。（
中
略
）
窯
の
大
き
さ
に
多
少
の
差
あ
り
と
雖
、
普

通
に
奥
行
五
尺
、
横
幅
八
尺
、
高
さ
四
尺
許
な
る
を
用
ゆ
。
其
築
造
費
、
大
約
十
四
、

五
円
を
要
す
」
と
述
べ
て
い
る（

（5
（

。
本
焼
工
程
の
焼
成
温
度
が
摂
氏
一
、
三
五
〇
度
以

上
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
素
焼
工
程
の
焼
成
温
度
は
摂
氏
八
〇
〇－

摂
氏
一
、
一
〇

〇
度
程
度
で
あ
っ
た
た
め（

（5
（

、
瀬
戸
に
お
い
て
は
本
焼
工
程
に
お
け
る
燃
焼
の
余
熱
の

利
用
に
よ
り
、
素
焼
工
程
が
行
な
わ
れ
て
い
た
様
子
が
看
取
さ
れ
る
。
北
村
弥
一
郎

が
「（
素
焼
を
…
引
用
者
）
施
行
す
る
に
、
或
は
本
焼
窯
末
尾
の
1
室
を
以
て
之
に
充

つ
る
も
の
と
、
特
に
別
箇
の
素
焼
窯
を
設
く
る
も
の
と
あ
り
」
と
説
明
し
て
い
る
よ

う
に
、
本
焼
工
程
の
余
熱
を
利
用
し
た
素
焼
が
一
方
で
は
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。

も
う
一
方
の
、
本
焼
用
の
窯
と
は
「
別
箇
の
素
焼
窯
」
が
設
置
さ
れ
て
い
た
場
合

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
岐
阜
県
の
東
濃
陶
磁
器
業
に
お
い
て
西
浦
焼
の
名
で
も
有
名

な（
（5
（

、
西
浦
円
治
工
場
に
つ
い
て
見
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）

年
に
北
村
弥
一
郎
が
調
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
素
焼
窯
の
一
回
あ
た
り
の
焼
成
に

は
一
・
八
円
～
二
・
二
円
の
燃
料
費
が
か
か
っ
た
と
い
う
。
本
焼
一
回
を
す
る
た
め

に
十
回
弱
の
素
焼
を
行
う
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
た
め
、
素
焼
工
程
に
お
け
る
燃
料

コ
ス
ト
は
約
二
十
円
で
あ
る
。
一
方
で
、
燃
料
コ
ス
ト
全
体
で
は
三
百
円
を
要
し
た

と
い
う
の
で
、
燃
料
コ
ス
ト
に
占
め
る
素
焼
工
程
の
割
合
は
僅
か
数
％
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
る（

（5
（

。
前
節
で
紹
介
し
た
十
四
代
酒
井
田
柿
右
衛
門
の
発
言
の
よ
う
に
、
後
々

ま
で
影
響
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
素
焼
工
程
の
焼
成
は
、
た
と
え
独
立
し
た
素
焼
窯

を
利
用
し
て
い
た
と
し
て
も
低
コ
ス
ト
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

燃
料
コ
ス
ト
が
五
割
を
占
め
て
い
る
中
で
の
数
％
で
あ
る
か
ら
、
素
焼
工
程
だ
け

で
約
三
％
を
占
め
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
素
焼
工
程
を
持
た
な
い
会
津
本
郷

焼
に
お
い
て
は
、
他
産
地
の
総
コ
ス
ト
と
比
べ
て
約
三
％
は
削
減
が
で
き
て
い
た
と

い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
約
三
％
の
コ
ス
ト
の
低
さ
だ
け
で
は
、
会
津
本
郷
焼
が
他

産
地
の
碍
子
と
の
売
り
込
み
競
争
に
お
い
て
圧
倒
的
に
優
位
な
立
場
を
確
保
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
も
う
一
つ
指
摘
さ
れ
て
い
る
工
費
の
安
さ

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
こ
う
。

職
工
の
賃
金
に
つ
い
て
は
各
産
地
の
デ
ー
タ
が
揃
う
時
期
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら

な
い
中
に
あ
っ
て
、
偶
然
に
も
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は

比
較
的
に
全
国
の
数
値
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
【
表
6
】
を
作
成
し
た
。
会

津
本
郷
焼
で
の
碍
子
生
産
は
型
を
用
い
て
行
な
わ
れ
た
が
、
型
工
だ
け
の
数
値
で
は
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少
な
す
ぎ
る
た
め
に
轆
轤
工
の
数
値
も

抜
き
取
っ
て
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
表

か
ら
、
粗
悪
品
の
大
量
生
産
に
よ
る
薄

利
多
売
と
い
う
戦
略
を
と
っ
て
い
た
岐

阜
県
東
濃
地
方
の
轆
轤
工
で
、
会
津
本

郷
焼
よ
り
も
若
干
高
い
だ
け
の
賃
金
が

払
わ
れ
て
い
た
の
と
、
滋
賀
県
の
信
楽

焼
で
轆
轤
工
の
最
低
水
準
が
そ
れ
と
同

程
度
で
あ
っ
た
の
を
除
き
、
会
津
本
郷

焼
の
型
工
の
賃
金
は
他
産
地
の
職
工
よ

り
も
二
五
～
五
〇
％
ほ
ど
も
低
か
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
他
産
地
と
比
べ
て
二
五
～
五
〇 

％
程
も
低
い
と
い
う
会
津
本
郷
焼
の
賃

金
水
準
を
、
先
程
の
【
表
5
】
の
職
工
賃
金
と
組
み
合
わ
せ
て
み
る
。
す
る
と
、
会

津
本
郷
焼
の
製
造
コ
ス
ト
は
な
ん
と
他
産
地
よ
り
も
六
～
一
二
％
程
も
低
く
な
る
こ

と
が
分
か
る
。
先
述
し
た
農
商
務
官
僚
の
報
告
書
に
あ
っ
た
よ
う
に
素
焼
工
程
の
省

略
に
よ
っ
て
職
工
の
作
業
量
が
減
少
し
た
と
い
う
話
で
は
な
く
、
賃
金
水
準
の
低
さ

そ
の
も
の
が
労
賃
コ
ス
ト
の
低
さ
に
直
結
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
素
焼
工
程
を
省
い

た
こ
と
に
よ
る
燃
料
コ
ス
ト
の
削
減
分
が
与
え
た
影
響
が
製
造
コ
ス
ト
全
体
の
約
三
％

で
あ
っ
た
こ
と
と
比
べ
る
と
、
職
工
の
賃
金
の
安
さ
に
よ
る
労
賃
コ
ス
ト
の
負
担
の

軽
さ
が
与
え
る
六
～
一
二
％
と
い
う
数
字
の
重
要
さ
が
よ
り
際
立
つ
で
あ
ろ
う
。
こ

う
し
て
、
会
津
本
郷
焼
は
他
産
地
と
比
べ
て
低
廉
な
価
格
で
、
碍
子
生
産
を
行
う
こ

と
を
可
能
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

本
稿
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
会
津
本
郷
焼
の
官
需
へ
の
採
用
は
、
単
に
飯
沼

貞
雄
や
山
川
浩
と
い
う
会
津
出
身
者
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て

い
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
飯
沼
貞
雄

が
逓
信
省
に
勤
め
て
い
た
こ
と
が
会
津
本
郷
焼
の
官
需
採
用
に
大
き
な
影
響
を
持
っ

た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
本
稿
で
新
た
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
飯
沼
貞
雄
と
陸
軍
省
と
の

関
係
や
日
清
戦
争
に
技
手
長
と
し
て
従
軍
し
た
こ
と
も
、
会
津
本
郷
焼
製
碍
子
の
官

需
納
入
に
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
要
因
に
な
り
得
た
と
も
い
え
よ
う
。

一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
七
月
か
ら
十
月
の
二
ヶ
月
強
の
間
に
、
碍
子
を
会
津

本
郷
焼
製
へ
と
転
換
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
朝
鮮
半
島
で
実
際
に
電

線
架
設
に
あ
た
っ
て
い
た
飯
沼
貞
雄
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
側
面
の

み
を
み
れ
ば
、
会
津
本
郷
焼
は
会
津
出
身
者
で
あ
る
飯
沼
貞
雄
を
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と

し
て
官
需
採
用
さ
れ
た
だ
け
の
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
会
津
本
郷
焼
の
陶
磁
器
と
し
て
の
特
徴
を
分
析
し
た
こ
と
に
よ

り
、
会
津
本
郷
焼
の
官
需
採
用
に
は
経
済
合
理
的
な
側
面
も
ま
た
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
た
。
一
つ
に
は
、
生
産
工
程
の
う
ち
の
燃
焼
工
程
の
一
つ
で
あ
る
素
焼

工
程
を
行
な
わ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
燃
料
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
加
え
て
二
つ
目
と
し
て
、
労
賃
コ
ス
ト
が
他
産
地
と
比
べ
て
遥
か
に
低
廉
で
あ
っ

た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
会
津
本
郷
焼
は
他
産
地
の
陶
磁
器
と
比
べ
て

価
格
競
争
力
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
価
格
競
争
力
は
、
碍
子
と
い
う
商
品
の
持
つ
特
性
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。

燃
焼
工
程
の
う
ち
の
素
焼
工
程
を
省
略
す
る
こ
と
や
、
労
賃
コ
ス
ト
の
安
さ
な
ど
は
、

会
津
本
郷
焼
の
製
品
の
品
質
に
繋
が
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
碍
子

【表６】職工の賃金（1897年）
　 最 低 最 高 会津本郷焼との差 同 割 合

会津本郷焼 20銭 25銭 　 　
瀬戸焼（轆轤） 30銭 40銭 10銭～15銭 27～34％
瀬戸焼（型師） 30銭 40銭 10銭～15銭 27～34％
美濃焼（轆轤） 25銭 30銭 5 銭 6 ％
美濃焼（型師） 40銭 15銭 25％
信楽焼（轆轤） 25銭 50銭 5 銭～25銭 6 ～50％
京 焼 30銭 50銭 10銭～25銭 34～50％
砥部焼（轆轤） 30銭 50銭 10銭～25銭 34～50％

出典）‌�会津本郷焼 ･ 京焼については農商務省商務局編（1898）90・103
頁、それ以外については農商務省商務局工務課編（1897）4・33・
83・109頁。
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と
い
う
商
品
は
定
期
的
に
破
損
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
定
期
的
に
買
い
替
え
を
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
商
品
の
場
合
に
は
、
必
ず
し
も
高
品

質
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
。
職
人
に
よ
る
「
も
の
づ
く
り
」
と
い
え
ば
、
永

く
愛
用
で
き
る
高
級
品
生
産
を
思
い
描
き
が
ち
で
あ
る
が
、
短
い
製
品
寿
命
を
前
提

と
し
た
薄
利
多
売
の
必
要
最
低
限
の
品
質
さ
え
あ
れ
ば
十
分
な
「
も
の
づ
く
り
」
も

ま
た
、
日
本
の
職
人
の
一
側
面
で
あ
っ
た
。

筆
者
は
か
つ
て
、
京
都
の
陶
磁
器
業
と
東
濃
の
陶
磁
器
業
と
を
比
較
分
析
し
つ
つ
、

小
零
細
な
窯
屋
経
営
の
二
パ
タ
ー
ン
を
定
置
し
た
こ
と
が
あ
る（

（5
（

。
そ
の
際
の
東
濃
陶

磁
器
業
は
、
日
用
品
で
あ
る
飲
食
器
生
産
な
ど
に
お
い
て
粗
悪
品
の
薄
利
多
売
に
よ
っ

て
産
地
を
成
長
さ
せ
て
い
た
。
本
稿
で
考
察
し
た
会
津
本
郷
焼
の
場
合
に
は
、
近
代

的
な
情
報
通
信
産
業
・
電
力
産
業
の
裾
野
で
あ
る
碍
子
生
産
に
お
い
て
、
粗
悪
品
と

い
う
よ
り
も
、
必
要
最
低
限
の
品
質
を
満
た
す
程
度
の
製
品
の
薄
利
多
売
に
よ
っ
て

産
地
の
成
長
を
実
現
し
て
い
た
と
い
え
る（

（5
（

。

翻
っ
て
日
本
の
製
造
業
を
鳥
瞰
す
る
と
、
デ
ー
タ
改
竄
、
製
品
偽
装
、
納
期
ま
で

に
製
品
が
完
成
し
な
い
な
ど
、
昨
今
は
日
本
の
「
も
の
づ
く
り
」
の
信
頼
性
を
揺
る

が
す
事
態
が
頻
発
し
て
い
る
。
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
に
あ
っ
て
も
高
い
と
思
わ
れ
続

け
て
い
た
日
本
企
業
の
技
術
力
も
、
単
な
る
神
話
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
疑
念
も
沸
き
起
こ
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
精
密
無
比
な
職
人
技
に
よ
る
「
も

の
づ
く
り
」
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
も
う
一
方
で
粗
悪
品
や
、
必
要
最
低
限
の
水

準
を
満
た
し
て
い
る
だ
け
の
製
品
の
薄
利
多
売
も
ま
た
、
日
本
の
「
も
の
づ
く
り
」

の
一
側
面
で
あ
っ
た
こ
と
を
再
確
認
し
た
い
。
情
報
通
信
産
業
や
電
力
産
業
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
裾
野
の
一
端
に
は
必
要
最
低
限
の
品
質
水
準
し
か
担
保
さ
れ
な
い
部
品

を
抱
え
込
ん
で
い
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
日
本
企
業
の
技
術
力
へ
の
過
信

と
、
性
能
へ
の
錯
誤
が
危
険
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
問
題
は
、

必
要
最
低
限
の
品
質
水
準
の
部
品
を
、
日
本
企
業
や
日
本
社
会
が
定
期
的
に
交
換
し

て
い
け
た
か
否
か
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
定
期
的
な
交
換
を
前
提
と
し
て
い
た
は
ず

の
部
品
が
、
企
業
の
コ
ス
ト
削
減
の
中
で
そ
の
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
か
。
疑
問
は
尽
き
な
い
が
、
そ
の
分
析
は
次
な
る
課
題
で
あ
る
。

注
（
1
）		

熊
沢
治
郎
吉
（
一
九
三
三
）
二
四
〇
頁
。

（
2
）		

中
山
成
基
（
一
九
八
〇
）
十
七－

二
七
頁
お
よ
び
山
田
雄
久
（
二
〇
〇
八
）
六－

八
頁
。

（
3
）		

熊
沢
治
郎
吉
（
一
九
三
三
）
二
四
〇
頁
。

（
4
）		

日
本
経
営
史
研
究
所
編
（
一
九
九
五
）
二
三－

三
〇
頁
（
該
当
部
分
は
長
谷
川
信
執

筆
）、
日
本
陶
器
70
年
史
編
集
委
員
会
編
（
一
九
七
四
）
二
二
七－

二
二
八
頁
お
よ
び
宮

地
英
敏
（
二
〇
〇
八
）
第
八
章
な
ど
。

（
5
）		

熊
沢
治
郎
吉
（
一
九
三
三
）
二
四
〇
頁
。

（
6
）		

碍
子
の
国
産
化
の
技
術
的
な
点
に
つ
い
て
は
宮
地
英
敏
（
二
〇
一
二
）
四
二
頁
の
表

一
を
参
照
の
こ
と
。

（
7
）		

新
宮
行
太
（
一
九
五
七
）
二
三
二－

二
三
三
頁
。

（
8
）		

大
沼
郡
役
所
編
（
一
九
二
三
）
六
二
五
頁
。

（
9
）		

会
津
本
郷
陶
磁
器
業
史
編
纂
委
員
会
編
（
一
九
六
九
）
九
頁
。

（
10
）		

熊
沢
次
郎
吉
編
（
一
九
二
九
ｂ
）
六
三
頁
。

（
11
）		

九
州
帝
国
大
学
の
初
代
総
長
で
も
あ
る
山
川
健
次
郎
（
一
八
五
四－

一
九
三
一
）
の

実
兄
で
あ
る
。

（
12
）		
会
津
本
郷
陶
磁
器
業
史
編
纂
委
員
会
編
（
一
九
六
九
）
一
六
七－

一
七
二
頁
な
ど
を

参
照
の
こ
と
。
た
だ
し
、
後
に
文
部
大
臣
・
商
工
大
臣
・
内
務
大
臣
な
ど
を
歴
任
す
る

中
橋
徳
五
郎
調
度
課
長
を
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
飯
沼
貞
雄
を
そ
の
下
僚

に
す
ぎ
な
い
と
記
述
し
て
い
る
が
誤
り
で
あ
る
。
両
者
は
同
格
の
課
長
同
士
で
あ
っ
た
。
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（
13
）		
例
え
ば
、
飯
沼
貞
雄
の
孫
が
執
筆
し
た
飯
沼
一
元
（
二
〇
一
三
）
三
一
三
頁
な
ど
。

（
14
）		
飯
沼
貞
雄
の
官
歴
に
つ
い
て
は
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
に
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｒ
（
ア
ジ

ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.A10110559500

、
叙
位
裁
可
書･

明
治
二
十
九
年
・
叙

位
巻
四
（
国
立
公
文
書
館
）
を
主
た
る
資
料
と
し
つ
つ
、
飯
沼
一
元
（
二
〇
一
三
）
巻

末
の
年
表
等
で
官
歴
以
前
を
補
っ
た
。

（
15
）		

飯
沼
一
元
（
二
〇
一
三
）
十
八－

十
九
頁
。

（
16
）		

中
村
謙
（
一
八
九
四
）
二
九－

三
七
頁
。

（
17
）		

飯
沼
一
元
（
二
〇
一
三
）
一
四
六－

二
二
六
頁
。

（
18
）		

飯
沼
一
元
（
二
〇
一
三
）
二
三
七－
二
四
七
頁
。

（
19
）		

朝
倉
治
彦
編
（
一
九
九
八
）
二
一
六
頁
。

（
20
）		

役
職
と
俸
給
と
の
関
係
性
に
着
眼
す
る
分
析
方
法
に
つ
い
て
は
、
西
尾
典
子
（
二
〇

一
三
）
を
参
照
に
し
た
。

（
21
）		

会
津
本
郷
陶
磁
器
業
史
編
纂
委
員
会
編
（
一
九
六
九
）
一
六
七－

一
七
二
頁
。

（
22
）		

近
衛
師
団
に
お
け
る
電
信
柱
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
に
は
Ｊ

Ａ
Ｃ
Ａ
Ｒ
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C07050508600
、
陸
軍
省－

伍
大
日

記－

Ｍ
26－

10－

73 （
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）
に
よ
る
。

（
23
）		

飯
沼
一
元
（
二
〇
一
三
）
三
二
一
頁
。

（
24
）		

飯
沼
一
元
（
二
〇
一
三
）
三
二
二
頁
。

（
25
）		

飯
沼
一
元
（
二
〇
一
三
）
三
二
七－

三
二
九
頁
。

（
26
）		

秦
郁
彦
編
（
二
〇
〇
五
）
三
二
八
頁
。

（
27
）		

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｒ
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C06060781500

、
大
本
営－

日

清
戦
役
電
報
綴－

Ｍ
27－

5－

117
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

（
28
）		

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｒ
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C06060707400

、
大
本
営－

日

清
戦
役
電
報
綴－

Ｍ
27－

2－

114
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

（
29
）		

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｒ
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C06060794600

、
大
本
営－

日

清
戦
役
電
報
綴－

Ｍ
27－

5－

117
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

（
30
）		

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｒ
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C06060794700

、
大
本
営－

日

清
戦
役
電
報
綴－

Ｍ
27－

5－

117
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

（
31
）		

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｒ
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C06060709200

、
大
本
営－

日

清
戦
役
電
報
綴－

Ｍ
27－

2－

114
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

（
32
）		

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｒ
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.C06060710500

、
大
本
営－

日

清
戦
役
電
報
綴－

Ｍ
27－

2－

114
（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）。

（
33
）		

会
津
本
郷
陶
磁
器
業
史
編
纂
委
員
会
編
（
一
九
六
九
）
一
七
〇
頁
お
よ
び
四
二
四
頁
。

（
34
）		

大
西
巧
（
二
〇
一
二
）
一
七
二
頁
お
よ
び
一
七
四
頁
。

（
35
）		

関
口
寛
一
郎
（
一
八
九
二
）
二
九
頁
。

（
36
）		

熊
澤
治
郎
吉
編
（
一
九
二
九
ｂ
）
六
一
頁
。

（
37
）		

宮
地
英
敏
（
二
〇
〇
八
）
二
七
頁
。

（
38
）		

佐
々
木
達
夫
（
一
九
八
四
）
一
六
四
頁
。

（
39
）		

十
四
代
酒
井
田
柿
右
衛
門
（
二
〇
〇
四
）
一
三
五
頁
。

（
40
）		

佐
々
木
達
夫
（
一
九
八
四
）
一
六
九
頁
。

（
41
）		

熊
澤
治
郎
吉
編
（
一
九
二
九
ａ
）
七
四
頁
。
当
時
、
北
村
弥
一
郎
は
石
川
県
立
工
業

学
校
の
教
諭
で
あ
り
、
窯
業
科
長
を
務
め
て
い
た
。
講
義
内
容
は
、
石
川
県
立
工
業
学

校
で
の
も
の
で
あ
る
。

（
42
）		

十
四
代
酒
井
田
柿
右
衛
門
（
二
〇
〇
四
）
一
三
四－

一
三
五
頁
。

（
43
）		

柳
宗
悦
（
一
九
八
一
）
四
五
頁
。
ま
た
柳
宗
悦
が
産
地
評
を
行
な
っ
た
時
代
背
景
に

つ
い
て
は
宮
地
英
敏
（
二
〇
一
四
）
四
二－

四
三
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
44
）		

東
北
産
業
科
学
研
究
所
編
（
一
九
三
九
）
二
〇
頁
。
よ
り
詳
細
に
つ
い
て
は
会
津
本

郷
陶
磁
器
業
史
編
纂
委
員
会
編
（
一
九
六
九
）
二
〇
一－

二
〇
九
頁
が
あ
る
。

（
45
）		
農
商
務
省
商
務
局
編
（
一
八
九
八
）
一
〇
三
頁
。

（
46
）		

農
商
務
省
商
工
局
編
（
一
九
〇
八
）
一
二
三
頁
。

（
47
）		

山
崎
楽･
白
石
修
太
郎
（
一
八
九
二
）
の
「
会
津
焼
」
の
項
目
。

（
48
）		

瓢
池
園
の
河
原
徳
立
に
つ
い
て
は
宮
地
英
敏
（
二
〇
〇
七
）
を
参
照
の
こ
と
。
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（
49
）		

内
藤
道
太
郎
編
（
一
九
〇
二
）
五
七
頁
。

（
50
）		
内
藤
道
太
郎
編
（
一
九
〇
五
）
一
五
頁
。

（
51
）		
宮
地
英
敏
（
二
〇
〇
八
）
注
七
一
頁
。

（
52
）		

宮
地
英
敏
（
二
〇
〇
八
）
一
七
三－

一
七
四
頁
。

（
53
）		

黒
田
政
憲
（
一
九
〇
八
）
一
四
〇
頁
。

（
54
）		

宮
地
英
敏
（
二
〇
〇
八
）
三
四
お
よ
び
三
七
頁
。

（
55
）		

西
浦
焼
に
つ
い
て
は
高
木
典
利
（
一
九
九
六
）
お
よ
び
高
木
典
利
（
二
〇
〇
〇
）
を

参
照
の
こ
と
。

（
56
）		

熊
沢
治
郎
吉
（
一
九
二
九
ｂ
）
一
一
三
頁
。

（
57
）		

宮
地
英
敏
（
二
〇
〇
八
）
第
四
章
。

（
58
）		

産
地
の
成
長
に
つ
い
て
は
会
津
本
郷
陶
磁
器
業
史
編
纂
委
員
会
編
（
一
九
六
九
）
五

八
二－

五
八
三
頁
。
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磁
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〇
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磁
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史
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柳
宗
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の
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た
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史
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史
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付
記
：
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）、
平
成
二
七－

二
九
年
度
、
一
五

Ｋ
〇
三
五
八
〇
）「
近
代
日
本
に
お
け
る
在
来
産
業
産
地
の
多
様
性
に
つ
い
て
の
分
析

―
陶
磁
器
業
を
対
象
と
し
て
―
」
に
基
づ
く
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


